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市政だより
人口の動き 法律相談日

9月1日現在前月比 11 10月21日(木〉

人口計 61，805+ 273 11 11 9時30分-15時
男 29，763+ 165 11 
女 32，042+10811市役所市民相談室

世帯数 16，652+5911 お気軽にどうぞ‘ 
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自転車の安全な
乗り方教室

デ;:-\:rl.r-f-，.A I-~らj.→圃'ZJ:酒保守 L 三軍丞佐佐
J(:l毘女王;い;¥'19匂在ffl(一時日展d在

最近歩行者並びに自転車の交通事故の中で、子供とお年寄り

の事故が多く発生しています。

大村青年会議所(赤水保雄理事長)では、 警察署、婦人指導

員、サイクリング協会並びに県自転車軽自動車商組合大村支部

の協力により、 9月19日農協グラン ドで、子供たち 250人が参

加して「自転車の安全な乗り方教室」を聞きました。

子供たちが、乙の教室を通して交通安全に対する理解と認識

を深め、事故防止のために聞かれたものです0 ・

自転車の無料点検を受け、講話や映画のあと信号機のついた

コースで、九州大会に出場した鈴田IJ~Iのおともだち 5 人の模範
演技がひろうされ、4年以上は、 婦人指導員、サイクリング協

会員の指導でコースを回り正しい乗り方を習い、 3年生以下は

自転車遅乗り競走や手信号の練習を して有意義な 1日を過しま

した。
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記

念

市
は
、
結
婚
し
て
か
ら
満
五
十

年
を
迎
え
ら
れ
た
夫
婦
に
対
し
、

長
年
社
会
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
に

感
謝
す
る
と
共
に
金
婚
記
念
を
お

祝
い
し
て
記
念
品
を
送
り
ま
す
。

該
当
者
は
金
婚
記
念
該
当
申
立

書
に
戸
籍
謄
本
を
添
え
て
市
福
祉

事
務
所
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

申
立
書
は
福
祉
事
務
所
に
あ
り

⑨ 

下

水

道

Zト
Jt!i、

者
c 
ロロ

を

贈

ロ王

ま
す
。

金
婚
記
念
詰
当
者

九
月
十
五
日
現
在
市
内
に
-
年

以
上
住
所
を
有
し
、
結
婚
(
戸
籍

に
記
載
)
し
て
か
ら
満
五
十
年
を

迎
え
ら
れ
た
夫
婦
。

(婚
姻
年
月
日
が
大
正
十
五
年

九
月
十
五
日
ま
で
の
人
)

申
立
書
り
提
出
期
限

造

て

守

つ

十
月
十
五
日

提
出
場
所

福
祉
事
務
所
ま
た
は
出
張
所

増額

〔国民健康保険〕

を

ど

支給額

10月1日から

な助産費

ろ

暮

し

と

つ

記
念
品
の
支
給
日
は
後
日
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
福
祉
事
務
所
へ
。

十
月
一
日
か
ら
大
村
市
国
民
健

康
保
険
(
国
保
)
の
助
産
費
及
び

葬
祭
費
と
、
は
り
、
き
。
ぅ
施
術

に
対
す
る
補
助
を
次
の
よ
う
に
増

額
し
ま
す
。

※
助
産
費

国
保
の
被
保
険
者
が
お
産
を
さ

れ
た
と
き
支
給
す
る
助
産
費
を
現

行
四
万
円
か
ら
六
万
円
之
増
額。

※
葬
祭
費

国
保
の
被
保
険
者
が
死
亡
さ
れ

た
と
き
支
給
す
る
葬
祭
費
を
現
行

一
万
円
か
ら
一
万
五
千
円
に
増
額

※
は
り
・
き
?
っ
施
術
補
助

国
保
の
被
保
険
者
が
市
が
指
定

し
た
誠
灸
院
で
、
は
り
、
き
?
つ

の
施
術
を
受
け
た
と
き
(
保
険
証

と
印
か
ん
が
必
要
で
す
)
一
回
に

つ
き
補
助
す
る
額
を
二
百
四
十
五

円
か
ら
三
百
八
十
五
円
に
増
額

①
交
通
事
故
で
傷
害
を
'
つ
け
て
国

保
を
使
用
さ
れ
る
場
合
は
必
ず
保

険
年
金
課
に
届
出
て
下
さ
い
。

@
高
額
療
養
費

(
昭
和
四
十
九
年

十
月
診
療
分
か
ら
、
一
カ
月
に
三

万
円
以
上
を
被
保
険
者
負
担
と
し

て
病
院
な
ど
に
支
払
っ
た
場
合
、

三
万
円
を
超
え
た
分
を
払
戻
す
制

度
自

然

γ

耳

と
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葉

の

い

相

談

日

~

ん

叩

月

刊

山

日

午

後

1
時

1

4
時

叩

福

祉

セ

ン

タ

ー

九

な
お
、
乙
の
三
万
円
は
五
十
一

年
八
月
診
療
分
か
ら
三
万
九
千
円

と
な
り
ま
し
た
)
の
支
給
申
請
は

時
効
期
間
が
二
年
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

F
〈

Jノ
私
M
U
M
pf
y
/
、H
H
U
N
《、夕、
ul
f
}、n
H
H
Y
〉
1
H
H
H
J
6
-

一
|
み
ん
な
で
走
ろ
う

マ
イ
ペ
ー
ス
て
気
軽
に
|
一

競
定
競
技
で
な
い
市
民
走
ろ
う

大
会
を
実
施
し
ま
す
。

てみ
選距まマ
び離せイ
、lはーん同?

歩 ，γ か c.Jc
自。ス

走分 で
をの 気
ま体 軽
じ力 に
えに 走
て応 つ

もじ て

可
完
走
す
る
こ
と
が
ね
ら
い
で
す

開
催
日

十
月
三
十
一
日
(
日
)
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合
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士
一

大
村
走
ろ
う
会

催

申

込

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名

年
齢
を
記
入
の
上
、
福
祉
セ
ン

タ
l
内
指
方
誠
あ
て

十
月
二
十
日

申
一
迫
締
切

参
加
資
格

市
内
在
住
の
成
人
一

般
男
女
(
初
心
者
歓
迎
)

参
加
費

無
料

••••••••• 
健
康
管
理
に
つ
い
て
は

•••••• 
自
己
の

責
任
で
参
加
の
こ
と
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らむおお市政だより(3) 

苦情ゃ相談は ⑨ 

ま
ち
。
つ
く
り

明

る

どうぞお気軽に

行政相談週間

行
政
管
理
庁
の
行
政
相
談
員
は

公
正
な
第
三
者
の
立
場
か
ら
皆
さ

ん
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
中
に
は
国
(
公
社
・

公
団
を
含
む
)
や
県
、
市
な
ど
の

役
所
の
仕
事
に
つ
い
て
、
「
テ
キ

パ
キ
や
っ
て
も
ら
え
な
い
。
不
親

切
な
扱
い
を
う
け
た
。
納
得
で
き

な
い
。
手
続
き
な
ど
が
ど
う
し
て

よ
い
か
わ
か
ら
な
い
。
こ
う
し
て

ほ
し
い
」
な
ど
、
役
所
に
対
す
る

苦
情
や
意
見
、
相
談
が
あ
る
人
は

お
気
軽
に
相
談
し
て
下
さ
い
。

取
扱
い
は
無
料
で
、
ま
た
、
秘
密

に
し
た
い
人
は
希
望
に
そ
う
よ
う

に
し
ま
す
。

週
間
期
間
中
、
次
の
日
程
で
巡

回
相
談
を
行
い
ま
す
。

い

暮

し

10月17日---23日

O
十
月
十
九
日
午
前
九
時
l
E

午
市
役
所
市
民
相
談
室

。
十
月
二
十
日
午
前
九
時
l
正

下

水

道午
中
地
区
公
民
館

。
十
月
二
十
二
日
午
前
九
時
!

正
午
竹
松
出
張
所
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選
挙
シ
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ズ
そ
の

2
〕

明

る

νミ実

現

1

選
挙
は
、
私
た
ち
の
暮
し
を

よ
く
す
る
た
め
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
暮
し
を
よ
く
す
る
た
め
の

手
続
き
が
選
挙
で
す
。

選
挙
は
、
一
部
の
人
の
た
め
に

一
あ
な
た
の
羽
根
が
社
会
に
生
き
る
叩
月

1

日
か
ら
一

-
JufkvJury
隣
家
安
f
札
ぺ
誉
議
季

f
曜
〓

γ

山

手

書

十

月

一
日
か
ら
赤
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羽
根
共
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紙
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第
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J
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金
運
動
が
始
ま
り
ま
し
た
一

一
鱒
麟
輔
潤
蝿
錨
親
機
長
初
級
断
灘
線
一
一
機
一
j
s
仰
い
一
:
パ

J
J

ぬ
い
乙
の
運
動
は
県
内
の
民
間
社

一

・
語
翻
磁
鵠

JwrJ4γ
潟

v
h襲
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議
騒
編
襲
駿
畿
一
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一一、
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一
罷
轟
購
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綴
磯
繍
畿
齢
麟
麟
一
参
ん
挙
参
参
挙
参
参1

コ」
J

一
ム
醐
麟
献
会
福
祉
施
設
や
地
域
の
福
祉
を

一
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一
顎
鞠
顎
繍
温
議
鵬
推
進
す
る
た
め
の
資
金
及
び
身
一

-関ふふ
J

与，
2

与，与与酸臨♂乏
rぷ
込
込
彰
ゆ
徐
綴
品
舟
町
?
綴
幾
綴
緩
畿
睡
輔

i
数

織
鰻
務
綴
鴻
瀦
綴
勺

u紛ぷ
ぷ
鰍
匁
税
苓
機
畿
機
機
縦
舗
醸
騨
翻
品
品
滋
滋
一
鱒
鴻
輔
体
の
不
自
由
な
方
々
な
ど
の
た
一

一弱

潟

繍

綴

綴

綴

緩

鶴

鱗

議

糊

鰯

繍

盤

離

な

糊

昭

輔

め

の
「
国
民
総
ぐ
る
み
た
す
け

一

一
緊

縮

瞬

間

加

融

欝

聴

講

織

り

ケ

期

あ

い
」
運
動
で
す
。

一

一
料
品
仰
い
町
議
務
総
醐
蝿
欝
阪
綴
字
離
瞳
ふ
)
艦
購

J
J
F7Aヘ
ィ

ブ

ペ

皆
様
方
の
温
い
ご
援
助
、
ど
一

一
級

援

機

組

輯

関

脇

鐙

種

類

繍

轍

山

n
f
i…一
一

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
一

目~十万日開設え札口
繍
錨
盟
国
費
綴
畿
町
i
鯵
鶏
畿
、
ijrJjJJJV

選

挙の

た

め

に

あ
る
も
の
で
な
〈
、
み
ん
な
の
た

め
に
あ
る
の
で
す
。

選
挙
運
動
の
み
に
く
い
面
を
強

く
感
じ
、
に
が
い
後
味
が
残
る
と

と
か
ら
「
選
挙
は
い
や
だ
」
と
い

う
考
え
を
も
っ
人
が
あ
り
ま
す
が

私
た
ち
が
生
き
て
い
る
限
り
選
挙

と
は
離
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

選
挙
は
暮
し
の
一
部
で
、
重
要

な
こ
と
で
す
か
ら
、
じ
め
じ
め
し

た
現
在
の
選
挙
を
一
日
も
早
く

「
カ
ラ
ッ
」
と
し
た
明
る
い
も
の

に
し
た
い
も
の
で
す
。

2

誰
で
も
で
き
る
選
挙
運
動

「
選
挙
に
は
タ
ッ
チ
し
な
い
方
が

安
全
だ
」
と
い
う
考
え
方
は
、
多

く
の
人
々
の
心
に
と
ら
え
ら
れ
て

い
る
よ
う
で
す
。

た
し
か
に
選
挙
運
動
に
つ
い
て

は
、
規
則
が
多
す
ぎ
常
識
的
な
こ

と
で
も
、
と
き
ど
き
違
反
の
対
象

に
な
り
ま
す
。

じ
か
し
選
挙
の
意
義
を
考
え
れ

i第12回!
~--ー'ー__.J

大

村

市

珠

算

立立
毘兄

九
月
十
五
日
大
村
商
工
会
議
所

で
会
議
所
主
催
に
よ
る
第
十
二
回

珠
算
競
技
大
会
を
開
催
し
ま
し
た

当
日
は
小
・
中
学
生
並
び
に
高

校
、
一
般
併
せ
て
百
四
十
一
人
が

参
加
し
、
技
を
競
い
ま
し
た
。

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
。

団
体
総
合

O
一
般
高
校
の
部

一
位
諌
早
商
校
(
下
回
芳
子

仲
野
仁
美
、
山
内
礼
子
)

O
中
学
校
の
部

一
位
竹
松
塾
(
馬
場
正
夫
、

原
口
久
子
、
野
田
久
美

子〉

O
小
学
校
の
部

一
位
中
村
塾
(
川
原
小
織
、

溝
越
政
昭
、
佐
藤
恵
美

子
)

個
人
総
合

ば
候
補
者
を
支
持
す
る
人
が
進
ん

で
選
挙
運
動
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

技

大

会

終

る

O
一
般
高
校
の
部

位
下
田
芳
子

(
諌
早
商
)

O
中
学
校
の
部

一
位
馬
場
正
夫

O
小
学
校
の
部

一
位
溝
越
政
昭

(
竹
松
塾
)

(
中
村
塾
)

読

上

算

O
一
般
高
校
の
部

一
位
藤
田
美
佐
子
(
向
陽
高
)

O
中
学
校
の
部

一
位
野
田
久
美
子
(
竹
松
塾
)

O
小
学
校
の
部

一
位

侵

勝

利

(
中
村
塾
)

読
上
暗
算

O
一
般
高
校
の
部

一
位

下
回
芳
子

。
中
学
校
の
部

一
位

尾
崎
栄
治

O
小
学
校
の
部

一
位
溝
越
政
昭

(
諌
早
商
)

(
大
村
塾
)

(
中
村
塾
)
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し

尿

く

み

取

料

金

日
月
1
日
か
ら
改
訂

市政だより

現
在
の
し
尿
く
み
取
り
料
金
は

昭
和
四
十
八
年
五
月
に
定
め
、

現

在
ま
で
す
え
置
か
れ
て
い
ま
す
が

年
次
諸
物
価
、
人
件
費
の
上
昇
に

よ
る
経
済
の
変
動
に
伴
い
、

清
掃

許
可
業
者
の
経
営
健
全
化
と
、
し

尿
処
理
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
、

次
の
と
お
り
改
訂
し
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
ど
協
力
を
お
願
い
し
ま

す。@
人
頭
割
料
金

川
月
に
一

回
収
集
す
る
場
合

一
人
に
つ
き
七
十
三
円
を
百
円

ζ
 

同
二
回
以
上
収
集
す
る
場
合

二
回
目
か
ら
一

回
に
つ
き
百
円

--‘、，
‘.，z
，‘、ご
-e

，，，.
9-ra

、，，
d

，，--a
、，
-.，z
，‘、‘
-E
-'a
，.
，-ご-、，，
Fe
e
--

E

、.-
-
e

，一，‘、
h

ご4'a
，g乞

J
-

、E

，eU
ごE
、.2
-e-

，‘、.
ごF
，U

一

年

末

特

別

融

資

…

受

付

中

で

す

…

へ

市

内
で
事
業
を
営
ん
で
お
ら

使

途

及

び

限

度

額

、

~
れ
る
中
小
企
業
の
方
々
の
、
年
運
転
資
金
百
五
十
万
円
以
内

い

γ

末
に
必
要
な
仕
入
、
買
掛
決
済

貸
付
期
限

J

仇

な
ど
の
運
転
資
金
を
融
資
、

あ

五

十

二

年

三

月
末
日
ま
で

《

~

っ
せ
ん
し
、
金
融
の
円
滑
化
を

利
息

年
七
・
五
労

ザ

ハ

図
る
た

め

、

次

の

と

お

り

受

付

保

証

料

年

0
・
五
M

m

f

川

中

で

す

。

取

扱

金

融

機

関

V

~

ど

利
用
下
さ
い
。

大

村

信

用

組

合

ゾ

川
対
象

市
内
で
同
一
業
種
を

一

※

詳
し
く
は
、
市
商
工
観
光
課

ん

九
年
以
上
経
営
し
て
い
る
事
業
ま
た
は
、
商
工
会
議
所
へ

ν

》

所⑨ 

下

水

道

伸

ば

す

。 、 ⑤
料十 十 従
金五 e八量
改円 g 料
訂 iこに金
年つ
月き
日三

十
五
円
を
四

の秋てす

わい食中毒の

予 を防

食欲

ヲ'

l-

秋
は
食
品
に
対
す
る
注
意
が
あ

ま
く
な
り
が
ち
で
す
。

乙
の
時
期
は
食
中
毒
の
原
因
菌

が
繁
殖
し
や
す
い
の
で
、
次
の
こ

と
が
ら
を
よ
く
守

っ
て
食
中
毒
を

お
こ
さ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま

ーレょ
v

つ。
食
中
毒
の
予
防
の
ま
ず
第
一
は

「危
な
い
も
の
は
食
べ

な
い
」
こ

計

量

器

の

昭
和
五
十
一
年
十
月
一
日
か
ら

@
く
み
取
り
料
金
の
領
収
証
は
必

ず
受
取
っ
て
確
認
し
て
下
さ
い

と
で
す
。

O
作

っ
て
か
ら
何
日
も
た
つ
た
生

菓
子
、
野
菜
サ
ラ
ダ

O
古
く
な
っ
た
折
詰
弁
当

O
い
き
の
悪
い
魚
員
類
の
生
食

O
古
く
な
っ

た
卵
、
牛
乳
、
カ
マ

ボ
コ、

豆
臆
な
ど
、
こ
れ
ら
は

い
さ
ぎ
よ
く
捨
て
ま
し

ょ
う
o

A
予
防
の
三
原
則

O
食
品
中
に
原
因
菌
を
増
殖
さ
せ

な
い
こ
と
(
長
く
お
か
な
い
)

O
食
品
に
食
中
毒
を
起
こ
す
菌
を

っ
け
な
い

乙
と
(
よ
く
洗
う
)

O
食
品
中
の
菌
を
殺
す
よ
う
な
調

理
を
す
る
こ
と
(
熱
を
通
す
)

食
品
を
あ
つ
か
う
場
合
は
、
焼

い
た
り
煮
た
り
し
て
食
べ
る
方
法

が
一
番
安
全
で
す
が
、
清
潔
、
迅

速
、
冷
却
、
加
熱
と
い
う
乙
と
を

常
に
念
頭
に
お
き
、
食
品
に
あ

っ

た
調
理
方
法
を
し
ま
し
ょ
う
。

定

期

検

査

間

月

4

日

l
m
日

計
量
器
定
期
検
査
を
次
の
日
程

郷

土

~ 
同

つ

で
行
い
ま
す
の
で
商
底
、
学
校

夢

月日(曜日)I場 所 |時間

10月4日 |今村公民 館 110:00""'12: 00 

(月三 浦 出張所 [13:00-15:00

l鈴田出張所li…:00
大多武婦人ホーム 13:00-15:00

1萱瀬出張 所 !10:00-12:00

i農協萱瀬第一支所 113:00-15:00

J M~12:川
竹 松出張所 |日:00""'15:mllU出張所i-2:川
福重 出 張所 113:00-15:00

l po:OM:00 
諏訪公 民 館 13:00-15:00

|中地区 公 民館 |

|市民会館 |

l士 仇 = 1
(月) !lμt

病
院
、
官
公
署
な
ど
で
使
用
す
る

計
量
器
ハ商
取
引
、
証
明
用
な
ど
)

は
も
れ
な
く
受
検
し
て
下
さ
い
。

な
お
、

受
検
当
日
は
、
印
鑑
、

手
数
料
(
指
示
ば
か
り
二
十
回
ま

で
一
台
百
円
)
を
ど
持
参
下
さ
い

5日

(火)

rs日

(7.k) 

県0

内O

産o愛o

県
内
で
生
産
さ
れ
る
も
の
は
、

品
質
に
お
い
て
、

県
外
品
に
比
べ

て
何
ら
の
見
劣
り
も
な
く
、
新
鮮

で、

価
格
も
安
い
も
の
が
多
い
よ

う
で
す
。

十
月
は
県
内
産
品
の
愛
用
月
間

※
十
五
日
(
金
)
市
民
会
館
で
行

う
検
査
は
都
合
で
市
立
図
書
館
に

変
更
し
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め

ど
了
承
下
さ
い
。

※
詳
し
く
は
市
商
工
観
光
課
へ
。

，ペγ

// 

λy 

7日(木)
8日(金)

12日

(火)

13日
(水)
14日

(木〉
15日

(金)
18日

品。

をO

用O

しo

よO

つO

と
な
っ
て
い
ま
す
。

大
い
に
愛
用
し
ま
し
ょ
う。

な
お
、

市
役
所
の
市
民
コ
ー
ナ

ー
に
大
村
市
郷
土
特
産
品
を
陳
列

し
て
い
ま
す
。
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おむfらお市政だより(5) 

⑨ 

下

水

道

!おしら十
IUYEi  
:. ~j 

! 禁多;

注
射
と
検

園

2
歳
児
健
康
診
査

異
常
を
早
く
発
見
し
、
健
や
か

行な
7い'人 Jむ
まと
ーす 体
。 の

発
育
を
促
す
た
め
i乙

備

え

て

対

象

昭

和

四

十
九
年
九
月
生
れ

及
び
同
年
四
月
か
ら
八
月
生
れ

で
、
ま
だ
健
康
診
査
を
受
け
て

い
な
い
人
。

日
時
・
場
所
十
月
五
日

(市
役

所
第
一
会
議
室
)
八
日
(市
役

所
第
二
会
議
室
)
午
後
一
時
三

ー
十
分

l
二
時
(
受
付
)

※
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
ど
持
参

下
さ
い
。

な
お
、

該
当
者
に
は
通
知
し
ま

す
。圃

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

予

防

接

種

該

当

者

三

歳
以
上
の
人
で
接
種

を
希
望
す
る
人

接

種

目

数

二

回

料
金

無
料

日r診療科目 |病〈医)院客 l所在地l電話

作 小噌 1:草EE陣liii11

い f+~~ ~ I 脚E |切52--2825542 6 

17 外眼内科科-・E小児問科科科
I 
怯岩山井道崎眼医医院院科 ||岡久並原本対樹町i32

3 
623634M 03H 

5 

24
1現科内需 |里山鴎 |時制!

作形外 事 !百思EE同;i臨

10丹の 日 曜 当番医

理

都

市

づ

想

の

注
意

鶏
卵
に
対
す
る
特
異
体
質

の
人
、
熱
の
あ
る
人
、
心
臓
、

じ
ん
臓
、

糖
尿
病
、

か
っ

け
、

胸
腺
り
ん
ぱ
体
質
の
疑
い
の
あ

る
人
、
そ
の
他
医
師
が
接
種
し

な
い
方
が
よ
い
と
認
め
た
人
は

予
防
接
種
を
受
け
な
い
で
下
さ

日
程
は
下
記
の
と
お
り
。

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
二
時

ー
三
時
三
十
分

園
叩
月
の
日
曜
当
番
医

一

部

変

更

午前 9時~午後 6時

九
月
十
五
日
号
で
お
知
ら
せ
し

ま
し
た
十
月
の
日
曜
当
番
医
の
中

で
渦
次
の
と
お
り
一

部
変
更
が
あ

り
ま
し
た
。

@
三
日
の
長
野
病
院
が
中
村
医
院

に
変
更

@
十
七
日
の
岡
医
院
が
松
井
医
院

に
、
田
崎
医
院
が
山
道
医
院
に

変
更
し
ま
し
た
。

変
更
後
の
日
曜
当
番
医
は
上
記

の
と
お
り
で
す
。

圃
妊
婦
と
乳
幼
児
の

健

康

相

談

診療時間

生
後
五
カ
月
ま
で
に
一
度
も
健

康
相
談
を
受
け
て
い
な
い
乳
児
と

現
在
妊
娠
中
の
方
は
、

是
非
ご
利

用
下
さ
い
。

十
月
の
日
程
は
次
の
と
お
り
で

く

り

インフルエンザ予防接種目程表

接 種 会 場 i1回目
1
2回目 |

市 役 所
]10月 5日l附 2日

黒 木小 学校 (火) I (火〉
諏訪公 民館

一一=一一浦一一幼一一稚一一園一一10月 6日10月13日

一東 大村小学校
て水) I (水)

古町 公民館
10月 7日10月14日

宮 小 路 公 民 館
(木) (木)

11分団詰所(福重)

中地区公民館
]10月円。月26日

植松保育園 (火) I (火)
竹 松出張所

10月20日10
月(水2)

7日
鈴田出張 所

萱瀬 出 張所
(水)

市民会館im日lm日

松 原公民館 (木) I (木〉

す
。

※
十
月
の
市
役
所
健
康
相
談
室
に

お
け
る
乳
幼
児
相
談
及
び
二
十
二

日
の
妊
婦
相
談
(
九
月
十
五
日
号

掲
載
)
は
都
合
に
よ
り
中
止
し
ま

す
。

月日 |時 間 |場 所 | 対 象

10月12日13: 30........15: 0-0 鈴田出張所 妊婦と乳幼児

10月14日193::3000~~1115::000 0 竹松出張所 乳幼 児

10月19日13:30........15:00 松原出張所 妊婦と乳幼児

10月28臼 9:30........11:00 萱瀬出張所 妊婦と乳幼児

圃
胃
の
検
診
の
結
果

八
月
十
八
日
か
ら
二
十
日
に
か

け
て
実
施
し
ま
し
た
胃
の
検
診
結

果
は
‘
九
月
三
十
日
ま
で
に
再
検

診
の
通
知
が
届
か
な
か
っ
た
人
の

所
見
は
『
具
滑
な
し
』
で
す
の
で

ど
承
知
下
さ
い
。

催

し

も

の

圏
第

1
回
家
庭
教
育

映

画

家
庭
に
お
け
る
子
供
の
教
育
に

つ
い
て
考
え
る
家
庭
教
育
映
画
会

を
聞
き
ま
す
の
で
お
申
込
み
下
さ

日
時

定 場
員所

三中 午 十
十央前月
人公十十

民時五
館 日

金

参

加

料

無

料

映
画
叫問
題
名
「
子
ど
も
を
伸
ば
す

叱
り
方
」

申
込

電
話
か
は
が
き
に
住
所
、

氏
名
、
生
年
月
日
、
職
業
、
電

話
番
号
を
記
入
の
上
申
し
込
ん

で
下
さ
い
。
定
員
に
な
り
次
第

締
切
り
ま
す
。

申
込
先

久
原
郷
一

の

一

中

央

公
民
館

血
②

l
四
三
二
一

園
秋
季
慰
霊
祭

十
月
二
十
日
(
水
)

午
前
十
時
三
十
分
開
式

場

所

長

崎

県
忠
霊
塔

参
列
さ
れ
る
市
内
の
遺
族
の
方

の
遺
族
章
は
各
地
区
遺
族
世
話
人

を
通
じ
て
配
布
し
ま
す
が
、
届
か

な
い
方
が
あ
り
ま
し
た
ら
市
社
会

課
、
各
出
張
所
、
遺
族
会
で
お
受

け
と
り
下
さ
い
。

遺
族
並
び
に
市
民
多
数
の
参
拝

を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時

A 
Z玄

国
巡
回
援
護
相
談
室
を

開

設

旧
軍
人
、
軍
属
、
準
軍
属
、
遺

族
の
皆
さ
ん
十
月
二
十
日
〈
慰
霊

祭
当
日
〉
午
前
九
時
か
ら
午
後
五

時
ま
で
、
忠
霊
塔
境
内
で
長
崎
県

援
護
課
主
催
の
相
談
室
を
開
設
し

ま
す
の
で
ご
利
用
下
さ
い
。



(6) りおむ

公

売

-
不
用
品
の
公
売

お

十
月
八
日
(
金
)

午
後
二

l
三
時

市
土
木
課
車
庫
(
乾
馬
場

郷〉

公
売
物
件
大
型
パ
ス
一
台

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
一
台
、
軽
自

動
車
パ
ン
二
台
、
消
防
ポ
ン

プ
自
動
車

一
台

入
札
方
法
一
般
競
争
入
札

入
札
保
証
金
入
札
金
額
の
百
分

の
五
以
上

代
金
納
入
方
法
即
納
と
す
る

※
詳
し
く
は
会
計
課
用
度
係
へ

日
時

場
所

市政だより昭和51年10月1日
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募

集

-
訓
練
生
を
募
集

長
崎
総
合
高
等
職
業
訓
練
校

募
集
科
目
溶
接
科
、
自
動
車
整

備
科
、
プ
レ
ハ
ブ
建
築
科

入
校
資
格
高
校
卒
業
者
で
心
身

共
に
健
全
(
色
神
正
常
)
で
技

能
修
得
意
欲
の
あ
る
人

受
付
期
間
十
月
一
日

i
十
八
日

※
詳
し
く
は
諌
早
市
小
船
越
町
一

⑨ 

急

ご

つ

一
一
三

国
立
長
崎
総
合
高
等

職
業
訓
練
校
②
|
二
三
二
三

試

験

園
行
政
書
士
試
験

十
一
月
二
十
一
日

午
前
十
時
1
午
後
四
時

試
験
地
長
崎
県
庁

(
長
崎
市
)

県
北
振
興
局
(
佐
世
保
市
)

受
付
期
間
十
月
一
日

1
三
十
一

日
午
前
九
時
I
午
後
五
時

土
曜
日
は
正
午
ま
で

申
込
・
問
合
せ
長
崎
市
江
戸
町

二
番
一
三
号
長
崎
県
総
務
部

総

務

学

事

課

@
ー
一
一
一
一

試
験
日講

A 
Z玄

習

-
家
族
関
係
心
理
学

講

座

子
供
は
物
質
的
な
家
庭
生
活
よ

り
も
親
子
関
係
と
い
う
対
人
関
係

に
よ
っ
て
大
き
く
影
響
さ
れ
ま
す

そ
乙
で
親
子
関
係
を
中
心
に
し

て
形
成
さ
れ
る
家
族
関
係
の
諸
問

題
に
つ
い
て
学
習
し
ま
す
。

日
時
十
月
十
六
日

1
三
月
十
九

臼、

毎
月
第
三
土
曜
日
、

午
前

十
時
1
十
二
時
、

六
回

場
所
中
央
公
民
館

下

水

道

一
保
護
世
帯
へ

粉
石
け
ん
二
十
個
を

ム

ジ
ュ

ー
ス
六
、ダ
i
ス

匿

名

ト

ム

大
村
ス
ポ
l

A
久
原
団
地
の
船
本
行
徳
さ

ん

は

ム

駅
通
り
の
小
川
金
物
庖
は
洋
風

…

1

ツ
社
(
片
岡
大
根
十
一
・
五

K
、
-水

い

も

三

便

器

一

個
を

回

一l

重
雄
さ

ん

)

K

、

き

?

つ

り

十

四

K

を

ム

大
川
田
町
の
西
部
漬
物
工
業
所

…

う

ま

は

男
子
学
生

ム
小
路
口
第
三
住
宅
の
庄
田
好
美

は
タ
オ
ル
五
十
枚
を

…

池

い

服
上

下

(

中

さ

ん

は

ケ

ー
ス
付
鈴
虫

一
個
を

ム
日
本
専
売
公
社
大
村
営
業
所
は
…

…

川

ざ

学
生

用

)

十

ム
大
村
高
校
の
三
好
先

生

外

十

二

た

ば
こ
二
百
五
十
個
を

…

あ

五

着

を

人

は
花

一
束
、
千
羽
鶴
、
コ
!

ム
長
崎
県
経
済
農
業
協
同
組
合
連

…

-

d

』十

、

日

付

清

和

国

へ

ラ
ス
慰
問
を

合
会
果
汁
工
場
業
務
部
は
ジ
ュ

…

寄

ム

佐
世
保
の
花

ム

三
域
質
舗
の
田
中
幸
代
さ
ん
、

l
ス
百
五
十
缶
を

…

〈

王

製

品

販

売

松

尾

あ

つ
子
さ
ん
は
衣
類
百
二
ム
重
井
田
浮
立
保
存
会
は
お
菓
子
…

一

株
式
会
社
は

十
点
、
健
康
器

一
点
を

四
十
袋
、
浮
立
慰
問
を

対

象

婦

人

定
員
三
十
人

受
講
料

無
料

講
師

長
崎
大
学
教
授

川
崎
宏
先
生

申
込

電
話
か
は
が
き
に
住
所
、

氏
名
、
生
年
月
日
、
職
業
、
電

話
番
号
を
記
入
の
上
申
込
ん
で

下
さ
い
。
定
員
に
な
り
次
第
締

切
り
ま
す。

申
込
先

久
原
郷

一
の
一

中
央

公
民
館
也
②
|
四
三
二
一

圏
、
力

l
ル
・
ス
カ
ウ
ト

指
導
者
養
成
講
習
会

主

催

ガ

i
ル
・
ス
カ
ウ
ト
日
本

連
盟
及
び
県
連
絡
協
議
会

期

日

十

月
九

・
十

・
十
一
日

(二
泊
三
日
)

住

よ

い

町

み

場
所

県
立
大
村
研
修
所

資

格

十

八
歳
以
上
の
婦
人

費
用
三
千
五
百
円

(
食
事
代

・

宿
泊
費

・
資
料
代
)

申

込

久

原
郷

一
ノ
一

中
央
公

民
館
内

ガ
ー
ル
・
ス
カ
ウ
ト

事
務

局

血

②
|
四
三
二
一

ス
ポ
ー
ツ

圃
ミ
ス
と
ミ
セ
ス
の

た
め
の
健
康
ク
ラ
ブ

日

時

十

月
八
日
(
金
)
か
ら
毎

週
金
曜
日
午
後
七
l
九
時

場
所

市
民
体
育
館

申

込

十

月
七
日
(
木
)
ま
で
に

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
ハ

ガ
キ
で
、

乾
馬
場
郷
八
五
七

古
賀
静
枝
あ
て

(

電
話
で
も

可
)

@
|
五
六
二
三

そ

の

他

思
昭
和
臼
年
版

県
民
手
帳
の
予
約
受
付

大
型

∞

ms×
E-ms

小
型

中
∞

S
×
H
0

・∞
S

大
型

三
百
円

小
型

二
百
円

申
込
期
限
十
月
三
十
日
(
土
)

申
込
先

市
総
務
課

様
式

頒
価

園
通
行
止
め

市
は
、
公
共
下
水
道
及
び
都
市

下
水
路
の
工
事
の
た
め
、

次
の
と

お
り
車
両
の
通
行
を
制
限
し
て
い

ま
す
。市

民
の
皆
さ
ん
、
特
に
周
辺
住

民
の
皆
さ
ん
に
は
‘
大
変
ど
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く

ど
協
力
の
程
お
願
い
し
ま
す
。

。
公
共
下
水
道
工
事

場
所
市
道
四
六

O
号

大

茶

園

徳
水
川
線
(
パ

l
ル
レ
!

シ

t
泰
徳
ハ
ウ
ス
)

期
間

十
一

月
三
十
日
ま
で

O
都
市
下
水
路
工
事

て

場
所
大
川
田
都
市
下
水
路

市
道

一
六
二
号
富
の
原
三

号

線

富

の
原
二
丁
目
内

期
間
十
二
月
二
十
八
日
ま

で

二、

場
所
黒
丸
都
市
下
水
路
工

事
に
伴
う
取
付
道
路
工
事

黒
丸
町
内
竹
松
港
付
近

期
間
十
月
三
十
一
日
ま
で

国

3⑤ 
おは
済
み
で
す
か

郵
便
局
で
は
、
昭
和
田
十
九
年

九
月
二
十
三
日
以
前
に
お
預
け
に

な
っ
た
定
期
郵
便
貯
金
に

つ
い
て

十
年
間
高
い
利
子
を
保
証
す
る
優

遇
措
置
③

の

手

続
き
を
受
付
け

て
い
ま
す
。

ま
だ
お
済
み
で
な
い
方
は
早
自

に
最
寄
り
の
郵
便
局
へ
申
出
て
下

さ
い
。
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